（様式１－１）
令和　　　年　　　月　　日
公益財団法人京都産業２１　理事長　様
所属機関名又は事務所名：　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
令和７年度中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業

（京都府よろず支援拠点）コーディネーターに係る応募申請書
令和７年度中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（京都府よろず支援拠点）コーディネーターについて、下記の書類を添えて応募いたします。
記
（１）履歴書（顔写真付き、様式任意）

（２）コーディネーター応募申請書（様式１－２）
（３）暴力団排除に関する誓約書（様式２）
　

（様式１－２）
コーディネーター応募申請書
本様式は、コーディネーター応募者自身に記入していただく様式です。適宜行数を増やして頂いても構いません。

※の項目については、本応募に関する連絡先を記入してください。

	ふりがな
	事務所名

	氏　　名
生年月日　　年　　月　　日生（　　歳）
	

	
	役　職

	
	

	※住所：〒


	※電話番号：

	※メールアドレス：

	（１）コーディネーター応募の動機について
京都府よろず支援拠点のコーディネーターに応募された理由やきっかけ、志望動機についてご記入ください。




	（２）本事業に従事可能な日数について
週あたりの従事可能日数についてご記入ください（週１～３日の範囲で選択してください）。
従事可能な曜日や時間帯等に制限がある場合は、その旨もあわせてご記入ください。
　週　　　日


	（３）支援経験のある業種について
支援経験のある事業者の規模、対応可能な業種とその根拠や実績、主な支援メニューについてご記入ください。
➀支援経験のある規模（売上規模：　　　　　　　従業員数の規模：　　　　　　　　）
➁対応可能な業種：
➂対応可能な業種の根拠や実績、主な支援メニュー：


	（４）支援経験のある経営課題について
支援経験のある事業フェーズ、対応可能な経営課題とその根拠や実績、主な支援メニューについてご記入ください。
➀支援経験のある事業フェーズ（複数選択可）
□ 創業準備中　□ 創業後3年未満　□ 成長期　□ 安定期　□ 事業再生・承継期
➁対応可能な経営課題（複数選択可）
❶ 売上・販路・マーケティング
☐ 新規開拓　☐ リピート対策　☐ 商品・サービスのブランディング ☐ パッケージデザイン　
☐ 広報・SNS・ネット広告等の活用　☐ ECサイト・ネット販売の活用　☐ キャッチコピー
❷ 創業・資金・補助金
☐ 創業準備・起業支援　☐ 資金繰り・資金調達（融資・投資）☐ 補助金・助成金の申請支援
❸ 経営改善・財務戦略
☐ 経営計画・事業戦略の策定　☐ 赤字脱却・業績改善　☐ 原価・価格の見直しによる利益率改善
☐ 廃業・撤退・縮小の相談
❹ 人材・労務・組織づくり
☐ 採用・求人活動の工夫　☐ 働き方改革・人材育成・評価制度の設計
❺ DX・IT・業務改革
☐ ITツール導入（会計、顧客管理など）☐ DX（業務のデジタル化・自動化）
☐ 業務プロセス改善・生産性向上
❻ 特定課題・政策対応
☐ 海外展開・輸出入・越境EC　☐ インバウンド　☐ 脱炭素・省エネ等の環境対応
このほか、特に強みがある・経験が豊富な分野について、補足があればご記入ください。

➂対応可能な経営課題の根拠や実績、主な支援メニュー：


	（５）対応可能なセミナーや研修について
対応可能なセミナー・研修で、直近３年以内に講師をされたセミナー・研修の実績についてご記入ください。

①対応可能なセミナー等：
➁直近３年以内のセミナー等の実績（年次　テーマ　タイトル　主催者など一覧表示でご記入ください）

➂参加者の感想や主催者の評価はどのようなものでしたか。アンケート結果や口頭での評価など、把握している範囲でご記入ください。


	（６）民間における支援活動の報酬実績について

これまで民間において提供された支援活動（経営相談、アドバイザリー、セミナー講師、研修講師、コンサルティング等）について、報酬を伴う有償支援の実績がある場合は、以下の項目をご記入ください。※あくまで参考とするものであり、詳細な契約内容や顧客名の記入は不要です。
①過去1年間における、有償支援により得た売上額

（例：2024年度 約400万円（税抜）など　売上額は「税込・税抜を記載」「概算で可」）

②過去1年間における、主な支援内容
（例：月次顧問／補助金申請サポート／講師業務など）



	（７）コーディネーターとしてのキャリア上の位置づけについて
京都府よろず支援拠点のコーディネーターとなることが、あなたの支援者としてのキャリアにおいて、これまでのご経験とどのようにつながるのか、またどのような位置づけや意味をもつと考えておられますか。ご記入ください。


	（８）相談対応の質と成果について
よろず支援拠点事業は、中小企業庁より「他の支援機関が対応できない経営相談対応」という高い質と成果が求められる事業です。相談対応の質と成果についてどのように考えますか？
また、これまでの相談対応において、質と成果を担保するために、工夫していることや意識していること、支援現場での具体的エピソードがあれば併せてご記入ください。


	（９）公的支援としての「寄り添い方」について

よろず支援拠点は、「中小企業の経営者を一人にしない」という理念のもと、経営者の声に丁寧に耳を傾け、悩みの本質をともに考え、最適な支援策を提案する公的な経営相談所です。

何度でも無料で相談できるという制度の性質上、支援者には、成果や報酬にかかわらず、目の前の相談者に誠実に寄り添い続ける姿勢が求められます。

この理念を踏まえ、民間支援との違いをどう捉えているか、また、ご自身がどのような姿勢で公的支援に関わろうとされているかをご記入ください。

相談者との関係の中で「寄り添う支援」として評価された経験があれば、あわせてご記入ください。


	（１０）他の支援機関等との連携のあり方について
京都府よろず支援拠点は、中小企業庁の方針に基づき、（公財）京都産業２１を中心としながら、京都府内の多様な支援機関・金融機関等がオール京都で連携し、経営課題の解決を図る事業です。
他の支援機関等とどのような関係性や連携のあり方が望ましいと考えるか、ご記入ください。
また、連携したことのある支援機関等があれば、差し支えない範囲で名称もご記入ください


	（１１）直近３年以内の支援実績のなかで革新的な成果をあげた事例を記入ください

※他に公表することはありませんが、秘匿事項は記入頂かなくとも結構です。
①支援先企業情報（企業名は記入不要）

業　種：
企業規模（資本金：　　　　　売上高：　　　　　　従業員数：　　　　　）
②自身が行ったアドバイス内容や支援

③相談者がどのように実行したか。

④結果どのような成果に結びついたのか。

⑤連携した支援機関
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